
～ 2026年　3月　1日

（対象者数） 23 （回答者数） 23

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 2026年　3月　1日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・安全面に考慮し設備を整えていく。

・引き続き質の高い支援を目指していく。

2

・家族支援やペアレントトレーニングなどの専門

的な学びの機会を増やす。

3

・現状を継続して行っていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・SNS等を活用し、事業所の活動内容を広く発信

することで、利用児童以外の保護者様にも取組を

知っていただけるよう情報発信を強化していく。

2

・保護者様が参加しやすい内容や時間帯を検討。

・保護者様の関心を高められるテーマを取り入れ

た研修や交流機会を検討する。

・運動プログラムに関連したイベントなど、保護

者様が関わりやすい企画を検討していく。

3

・周知方法や説明内容を見直し、より分かりやす

い形で情報提供を行う。

・LINE等のSNSを活用し、継続的な情報発信に努

める。

○保護者評価有効回答数(児童発達支援)

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスnoone

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数(放課後等デイサービス)

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・マニュアルやプログラム内容について、保護者様への周知が

十分に行き届いていない。

・契約時や送迎時、LINE等で案内は行っている

が、内容について十分に認識していただけていない

可能性がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の他の児童と活動する機会を設けてはいるが、保護者様

に知られていない。

・地域の大学が主催するイベント等へ参加するなど

活動の機会は設けているが、参加した利用児童以外

の保護者様へ活動内容を共有する機会が少なかっ

た。

・保護者会は実施しているが、運動以外の内容で保護者様が参

加できるイベントの実施が十分ではない。

・LINEや送迎時の口頭連絡、お知らせの手紙など

で案内を出してはいるが、保護者様に十分に確認し

ていただけているか把握が難しい状況がある。

・事業所の特色から運動のプログラムが多く、保護

者様が足を運びにくい可能性がある。

・事業所のスペースの広さ。

・プログラムによる支援

(ヨガ、サッカー、エクササイズ、リズム)

・活動内容やお子様の特性に応じてプログラムの内

容を変えている。

・事業所のスペースを活かして、どのような活動が

出来るか検討している。

・保護者様からの相談にすぐに対応している。

（相談援助）

・帰りの送迎時にその日の支援内容によって、送迎

職員、伝え方等を日々協議している。

・保護者様から相談の連絡があった場合は、送迎の

際や事業所に直接足を運んでもらうなどして話をす

る場を設けている。

・職員間で話し合う場（職員会議・ケース会議・朝礼・終礼）

を設けられている。

（情報共有）

・職員会議、ケース会議で支援内容について共有を

図る。

・朝礼、終礼でその日の支援について共有を図る。

事業所における自己評価総括表 (児童発達支援・放課後等デイサービス)公表


